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地域ルール編

2018.1

日テレ通りまちづくり委員会

日本テレビ通り まちづくり方針（案）
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日テレ通りまちづくり方針（案）実現化に向けた２つのルール

通りの賑わいと拡幅に関するルール

住宅地との調和と広場の誘導に関するルール
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２つのルールを適用した日テレ通りの将来像

【通りの平面イメージ】

【通りの断面イメージ】

【緩衝空間のイメージ】

【交流を促す広場のイメージ】

【通りの拡幅のイメージ】

ルール②

ルール①

ルール②
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建物
セットバック1ｍ

建物
道路 道路

建物建物

斜線緩和

建物
住宅地 住宅地

通りの賑わいと拡幅に関するルール

・路面型商業等の誘導

・１F部分を1ｍ程度で連続したセットバック

・道路斜線の緩和

・壁面後退に合わせて高さ設定

■地区計画に関するルール①
⇒1ｍの壁面後退（セットバック）を義務付け、道路斜線を緩和する

ルール適用

地区計画に関するルール①

付置駐車場の隔地ルール等

現状の地区計画 ルールの考え方

地域ルールづくり①
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現状の地区計画の外形線より
圧迫感の少ない計画とする

道路

道路

▼現在の高さ制限

MAX 60m

新しい高さ制限
MAX  150ｍまで（現状制限の2.5倍）

▼ 又はアスペクト比1：4まで

目指すべき将来像を実現する為の具体的方策住宅地との調和と広場の誘導に関するルール

■地区計画に関するルール②
⇒方針（案）に適合する緩衝空間や広場を整備した場合、
高さを緩和できるが、現状の地区計画の外形線より圧迫
感の少ない計画とする。

・住宅地との共存調和のための緩衝空間の誘導

・交流を促す広場の誘導

現状の地区計画 ルールの考え方

地域ルールづくり②

敷地境界

▼現在の高さ制限

MAX 60m

地区計画に関するルール②

住宅地側

敷地境界

■緩衝空間の最低確保幅（住宅地側）

高さ緩和 緩衝空間
の最低確保幅

+10ｍ 4ｍ

+20ｍ 6ｍ

+30ｍ 8ｍ

+40ｍ以上 10ｍ
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住宅地側は緩衝空間を確保する
ために最低幅を確保する。

現状の地区計画の枠
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空間整備の考え方
（足元空間について）



7

■日テレ通りの現状について

▼
歩行者空間を拡げ、段差をなくすことで

歩きやすく、緑と賑わいに溢れる空間
としたい。

通りに店舗等の賑わい
空間が少ない

歩道が急こう配な所も
あり、危険である。

植栽も少ない
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■日テレ通りの歩行者空間の考え方(通り全体)

有効2.5ｍ

(断面イメージ)

歩行者空間2.5m

通り全体

有効2.5ｍ 1.0ｍ程度

(断面イメージ)

歩行者空間3.5m

安全

【現在の日テレ通り】

【将来の日テレ通り】

現在の歩道幅では２人が
並んで歩くとすれ違えない

通り全体で
１ｍ程度歩行者空間を拡げる

事で車いす等も
安全にすれ違える

※数字は議論のベースであり確定したものではありません。
小規模宅地などの対応は検討する必要があります。
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■日テレ通りの歩行者空間の考え方（大規模開発）
日テレ通り

①歩道を1ｍ拡幅する・・・安全性確保
（通り全体で統一して整備する空間）

②２ｍの植栽帯を設置する・快適性確保
（大規模開発の場合整備する空間）

③3～7ｍの空間・・・・賑わいを創出
（大規模開発の場合整備する空間）

大規模開発時
[5～9m]通り全体

大規模開発

通り全体
[1m]

※数字は議論のベースであり確定したものではありません。
小規模宅地などの対応は検討する必要があります。
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■日テレ通りの歩行者空間のイメージ

大規模開発では、壁面位置を日テレ通りから6～10ｍにする事で

緑豊かで、沿道店舗などと一体となった

賑わいのある歩行者空間としていく。

緑豊かな
街路樹の整備

バリアフリー化された
歩行者空間の拡幅

オープン
カフェなど

個性的な店舗などの設置

景観や看板
の統一性

○日テレ通りの賑わいのある歩行者空間のイメージ

○通りの賑わいのイメージ（日本大通り）

○通りの賑わいのイメージ（仲通り）

※数字は議論のベースであり確定したものではありません。
小規模宅地などの対応は検討する必要があります。
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■盆踊りの現状について

▼
盆踊りなど地域のイベントが

安全で快適に開催できる広さの空間
が必要。

⼈が⼊りきらず、
通りにあふれている。

会場も過密状態で、
安全⾯からも改善が必要
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■盆踊りに適正な広場の大きさについて

今後も盆踊りを安全で快適に開催する為には
現在の会場の約2倍程度の広場が望ましい。

現況
南館駐車場

将来
新設広場（南館駐車場の２倍程度）

人

人

・人が密集して、快適な状態でない

・出店周辺も狭く、買い物がしにくい

・会場に入りきれない人が通りに溢れている

・人が密集しすぎず、適度な距離感を確保できる

・出店周辺も広く、買い物がしやすい

・会場に入りきれない人はほとんどいない

日
テ
レ
通
り

番町中央通り
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地域が主体となって活用していく

地域交流広場が必要。

○家族で参加しながら楽しめるイベント
のイメージ

○家族で楽しめるイベントのイメージ

地域にイベントに
開放する広場

○日テレ通りに面する広場のイメージ【盆踊り】

■広場の使い方のイメージ【イベント時の使われ方】
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日常的な
交流の広場

地域の子供たちの遊べる場所であったり

子育て世代に活用される広場が必要。

地域の子供たち
の遊び場

○日テレ通りに面する広場のイメージ【日常】

○子育て世代に活用される広場イメージ
（番町の庭）

○ランチタイムに活用されるイメージ
（国際フォーラム）

■広場の使われ方のイメージ【日常的な使われ方】
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